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【今月の表紙】
　12月 12日（日）天神町内会で地域歳末たすけあい募金（共同募金）を活用し，三世代交流事業とし
て，ユクサおおすみ海の学校において，しめ縄・門松作りや野菜作り体験を行いました。

☆“☆“社協社協”とは社会福祉協議会の略称です。”とは社会福祉協議会の略称です。
☆『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同募金の配分金を活用して発行しております。☆『社協だより』は，社協会費や赤い羽根共同募金の配分金を活用して発行しております。



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
心
新
た
に
令
和
四
年
の

新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
運
営
と
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
も
前
年
同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
職
を
失
っ
た

り
業
務
を
制
限
さ
れ
た
り
し
て
生
活
の
見
通
し

が
立
た
な
く
な
っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
に
至
っ
て
は
、
自

粛
、
自
粛
で
親
し
い
人
と
の
ふ
れ
合
い
も
で
き

ず
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
わ
れ
た
り
生
き
る
自
信

を
な
く
し
て
し
ま
わ
れ
た
り
さ
れ
た
方
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
社
会
福

祉
協
議
会
の
出
番
だ
と
「
困
っ
た
人
に
寄
り
添

う
」、「
困
っ
た
人
と
つ
な
が
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
想
を
遙

か
に
超
え
る
全
国
的
な
感
染
者
の
拡
大
に
、
私

た
ち
も
鹿
屋
市
の
方
針
に
沿
っ
て
や
む
な
く
施

設
を
閉
鎖
し
た
り
、
サ
ロ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

事
業
を
中
止
、
縮
小
し
た
り
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
も
、

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状

介
護
事
業
や
相
談
業
務
等
実
施
可
能
な
活
動

に
つ
い
て
は
感
染
防
止
に
万
全
を
尽
く
し
精

一
杯
市
民
の
方
々
の
要
請
に
お
応
え
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
と
り
わ
け
、
コ
ロ
ナ
禍
に

伴
う
国
の
緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金

の
貸
し
付
け
業
務
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
相
談
受
付
等
の
業

務
を
担
当
し
て
参
り
ま
し
た
。
令
和
二
年
三

月
か
ら
今
日
ま
で
相
談
件
数
約
二
千
件
、
貸

付
金
額
が
約
七
億
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
相
談
に
来
ら
れ
る
方
も
何
人
も
お

ら
れ
ま
す
。
鹿
屋
市
民
の
方
々
が
い
か
に
生

活
に
困
窮
し
て
お
ら
れ
る
か
が
伝
わ
っ
て
き

て
胸
の
痛
い
思
い
で
す
。
こ
の
事
業
は
現
時

点
で
は
、
今
年
の
三
月
末
ま
で
実
施
の
予
定

で
す
。

　

自
分
の
生
ま
れ
た
地
域
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
で
安
心
し
て
最
後
ま
で
暮
ら
し
て

い
き
た
い
と
い
う
の
は
、
誰
し
も
の
願
い
で

す
。
し
か
し
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
で
地

域
の
活
力
が
減
退
し
て
き
て
い
ま
す
。
地
域

に
住
む
多
く
の
方
々
が
不
安
を
抱
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
病
気
や
高
齢
の
た
め
に

体
の
自
由
が
き
か
な
い
人
、
障
が
い
を
お
持

ち
で
生
活
に
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
人
、

衣
食
住
の
生
活
に
困
窮
を
き
た
し
て
い
る
人
、

認
知
症
を
患
い
判
断
等
が
適
正
に
で
き
な
い

人
、
交
通
の
手
段
が
な
く
行
動
が
制
限
さ
れ

◆
地
域
福
祉
の
課
題

て
い
る
人
、
身
寄
り
が
な
く
将
来
に
不
安
を

持
っ
て
い
る
人
等
地
域
に
は
様
々
な
課
題
を

持
っ
た
方
々
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
個
々
別
々
の
課
題
で
は
な
く
複
合
し
て

い
る
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
認
知
症
の
人
、
そ
の
予
備
軍
的

な
人
に
は
福
祉
の
大
き
な
支
え
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
身
寄
り
の
な
い
人
、
身
寄
り
が
い
て

も
長
年
全
く
音
信
不
通
の
方
の
老
後
や
終
末

等
成
年
後
見
人
の
課
題
へ
の
支
援
も
必
要
で

す
。
こ
の
他
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
高
齢
者
や
共
働
き
の
親
に
代
わ
っ
て
中

高
校
生
が
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
地

域
に
こ
の
よ
う
な
課
題
を
持
っ
た
人
た
ち
が

い
る
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
人
た
ち
皆
が

知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
町
内
会
の

役
員
さ
ん
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
人
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
人
た
ち
だ
け
が
知
っ
て

い
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
孤
立
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
の
様
々
な
活
動
に
顔
を
出
し
、

地
域
の
人
を
見
知
っ
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

　

国
は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
強
く
求
め

て
い
ま
す
。
鹿
屋
市
で
も
現
在
十
の
地
域
に

｢

地
域
福
祉
協
議
会
」
が
発
足
し
て
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た
方
々

へ
の
声
か
け
や
見
守
り
、
楽
し
い
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
「
だ
れ
も
う
っ
ち
ょ
か
ん
」
と
い
う

◆
複
雑
多
様
な
課
題
と
向
き
合
う

温
か
い
絆
で
お
互
い
に
寄
り
添
い
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
支

援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
複
雑
多
様
な
課

題
は
、
福
祉
協
議
会
、
町
内
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
解
決
し
て
い

く
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。
行
政
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
師
会
、
弁
護
士
、

法
人
の
福
祉
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
複
数
の
関
係

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
一

体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

折
し
も
国
は
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
市
町
村

に
構
築
し
ま
し
た
。「
世
代
や
属
性
を
問
わ

な
い
相
談
支
援
」｢

参
加
支
援｣

｢

地
域
づ
く

り
に
向
け
た
支
援｣

に
よ
り
市
町
村
全
体
の

支
援
機
関
や
地
域
の
関
係
者
が
断
ら
ず
受
け

と
め
、
つ
な
が
り
続
け
る
支
援
体
制
の
構
築

を
求
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議

会
も
国
や
市
の
方
針
を
踏
ま
え
地
域
の
複
雑

多
様
な
課
題
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
の
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
医
療
従
事
者
等

の
献
身
的
な
努
力
や
、
市
民
の
方
々
の
日
常

的
な
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
う
が
い
等
の
励
行
、

そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
よ
っ
て
少
し
ず

つ
落
ち
着
い
て
き
て
い
ま
す
が
、
変
異
性
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
新
た
な
コ
ロ
ナ
感
染

が
世
界
的
に
広
が
り
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。

決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
第
六
波
が
来

な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康

で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◆
新
た
な
コ
ロ
ナ
株
に
負
け
な
い

コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
福
祉

　
　

ー
複
雑
多
様
な
課
題
と
向
き
合
う
ー

会長  宮下 昭廣
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ドライブサロン事業を実施している福祉施設へ感謝状を贈呈
　社会福祉法人の地域貢献活動の一環として，所在する施設の近隣地域を対象に高齢者等の買い物支援や
ひとり暮らし高齢者等の安否確認を行うドライブサロン事業を実施してますが，平成 28年度以降取り組ん
でいただき４年以上経過した４施設に対し感謝状の贈呈を行いました。

社会福祉法人 以和貴会
社会福祉法人

鹿屋恵友会 花岡の里
社会福祉法人 愛光会

総合サポートセンターラン
社会福祉法人 永生会

特別養護老人ホーム 慈恵園

　児童生徒の「思いやり」「助け合い」の心を育む取り組みの一環として，市内の小学生・中学生・高校生
を対象に，「福祉・ボランティア作文コンクール」を実施しました。福祉やボランティアへの考えや想いを
つづった優しさ溢れる作文の応募が多数ありました。その中から入賞された 10名をご紹介いたします。
たくさんの作品をご応募いただきありがとうございました。

　　　福祉・ボランティア作文コンクール受賞者　発表

最 優 秀 賞

笠野原小学校２年
下 村 翠 月

田崎小学校６年
曽 木 海 友

高隈中学校２年
辻 あ お い

鹿屋女子高等学校２年
福山伊緒莉

鹿児島県共同募金会会長　感謝状の贈呈
　10月 26日（火）川商ホール（鹿児島市民文化ホール）において，「鹿児島県地域福祉推進大会」表彰式典
が開催されました。表彰式典では，共同募金運動に多大な実績をあげられた団体に対し，鹿児島県共同募金
会会長から感謝状が贈呈されました。

最
優
秀
賞

部門 学校名 学年 氏名 タイトル
１～２年生の部 笠野原小学校 ２ 下 村 翠 月 たのしかった公園そうじ
３～６年生の部 田崎小学校 ６ 曽 木 海 友 祖母たちの支えになってくれた人
中 学 生 の 部 高隈中学校 ２ 辻 あ お い 私にしかできないこと
高 校 生 の 部 鹿屋女子高校 ２ 福山伊緒莉 福祉体験を通して

（敬称略）

優

秀

賞

部門 学校名 学年 氏名 タイトル

３～６年生の部
吾平小学校 ３ 窪 田 愛 來 おばあちゃんとゴミ拾い
寿 小 学 校 ６ 大 園 朱 莉 できることからはじめよう

中 学 生 の 部
高隈中学校 １ 福 永 佳 佑 自分にできること
鹿屋中学校 １ 福 﨑 夢 菜 私が感じる「性別」

高 校 生 の 部
鹿屋女子高校 ２ 柏 木 双 葉 福祉について
鹿屋女子高校 １ 山 元 玲 奈 「中負担中福祉」の社会に

（敬称略）

鹿 屋 市 で 贈 呈 さ れ た 団 体 様
鹿屋市高齢者クラブ連合会 鹿屋市保育会
星塚敬愛園自治会 鹿屋市医師会

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）
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ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
、
本

会
が
実
施
す
る
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

各
種
事
業
に
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

※ 

希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い
な
い
会
員
様

も
ご
ざ
い
ま
す
。令

和
３
年
12
月
20
日
現
在

令
和
三
年
度　

本
会
の
特
別
会
員
・
団
体
会
員
と
し
て

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
ご
紹
介

■（
医
）青
仁
会　

池
田
病
院

■
株
式
会
社　

伊
東
商
会

■
有
限
会
社　

井
之
上
電
器

■
株
式
会
社
宇
都
電
設

■（
医
）徳
洲
会　

大
隅
鹿
屋
病
院

■
か
さ
も
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

■
公
益
社
団
法
人　

鹿
屋
市
医
師
会

■
一
般
社
団
法
人　

鹿
屋
市
歯
科
医
師
会

■
鹿
屋
市
薬
剤
師
会

■
か
の
や
乳
児
院

■
上
谷
田
建
設　

株
式
会
社

■（
医
）桑
波
田
産
婦
人
科

■
株
式
会
社　

鹿
屋
寿
自
動
車
学
校

■
障
害
者
支
援
施
設　

桜
町
学
園

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

慈
恵
園

■
株
式
会
社　

新
生
社
印
刷

■
西
文
社
印
刷　

株
式
会
社

■
株
式
会
社　

セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ

■
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ラ
ン

■
有
限
会
社　

高
山
電
気

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

鹿
屋
長
寿
園

■
社
会
福
祉
法
人　

天
上
会

■
冨
永　

清
司

■
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム　

ひ
だ
ま
り

■（
医
）お
さ
し
お
会　

長
﨑
内
科

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

花
岡
の
里

■
有
限
会
社　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ネ
サ
キ

■
障
害
者
支
援
施
設

　
　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム　

い
い
ぐ
ま

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

朋
愛
園

■
株
式
会
社　

丸
正
電
器
商
会

■
株
式
会
社　

森
元
ク
リ
ー
ン

■
森
山
事
務
機
販
売　

株
式
会
社

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

悠
々

■
障
害
児
入
所
施
設
・
障
害
者
支
援
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
光
学
園

■
老
人
保
健
施
設　

お
さ
し
お

■（
医
）お
ば
ま
会　

小
浜
歯
科
医
院

■
小
鹿
酒
造　

株
式
会
社

■
肝
付
吾
平
町
農
業
協
同
組
合

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

陵
幸
園

■
障
害
者
支
援
施
設　

陵
北
荘

■
株
式
会
社 

有
馬
工
業

■
鶴
田
建
設　

株
式
会
社

■
株
式
会
社　

森
建
設

■
社
会
福
祉
法
人　

以
和
貴
会

■
有
限
会
社　

鹿
児
島
土
木
調
査

■
国
基
建
設　

株
式
会
社

■
株
式
会
社　

瀬
戸
口
建
設

■
平
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
業　

株
式
会
社

■
障
害
者
支
援
施
設　

ゆ
ら
り

■
寺
岡
行
政
書
士
事
務
所

■
株
式
会
社　

南
日
本
飲
料

■
有
限
会
社　

安
部
自
動
車
整
備
工
場

■
有
限
会
社　

安
藤
製
茶

■
児
童
発
達
支
援
事
業　

お
ひ
さ
ま
キ
ッ
ズ

■
株
式
会
社　

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ

■
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合

■
有
限
会
社　

鹿
屋
経
理
セ
ン
タ
ー

■
有
限
会
社　

ア
ク
シ
ス
三
昧
堂

■
三
和
物
産　

株
式
会
社

■（
医
）昌
成
会　

せ
ぐ
ち
整
形
外
科

■
株
式
会
社　

綜
合
印
刷

■
た
ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
坪
水
醸
造　

株
式
会
社

■（
医
）清
渓
谷　

寺
崎
皮
膚
科

■
遠
矢
司
法
書
士
事
務
所

■（
医
）仁
心
会　

西
原
保
養
院

■
介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
ー
モ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン

■
福
祉
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い

■
税
理
士
法
人　

風
呂
井
会
計

■
株
式
会
社　

ホ
ン
ダ
販
売
鹿
児
島
東

■（
医
）前
田
内
科

■
株
式
会
社　

南
日
本
銀
行　

鹿
屋
支
店

■
有
限
会
社　

江
口
測
量
設
計

■
又
木
商
店

■
輝
北
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

■
き
ら
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
輝
北
店

■
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合　

輝
北
支
店

■
松
崎
電
気
管
理
事
務
所

■
メ
デ
ィ
フ
ー
ヅ

■
株
式
会
社　

串
良
葬
祭

■
有
限
会
社　

ク
ラ
シ
ョ
ウ

■
株
式
会
社　

坂
東
島
運
輸

■
寿
敬
心
保
育
園

■
ア
ソ
カ
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

■
高
須
保
育
園

■
笠
之
原
こ
ど
も
園

■
松
下
保
育
園

■
和
光
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

■
古
江
保
育
園

■
高
隈
保
育
園

■
西
南
保
育
園

■
こ
ば
と
保
育
園

■
平
和
保
育
園

■
さ
く
ら
保
育
園

■
白
崎
保
育
園

■
野
里
保
育
園

■
東
原
保
育
園

■
杉
の
子
保
育
園

■
は
ら
い
川
保
育
園

■
光
華
こ
ど
も
園

■
わ
か
ば
保
育
園

■
二
葉
保
育
園

■
円
鏡
保
育
園

■
大
黒
保
育
園

■
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園

■
敬
心
保
育
園

■
ひ
な
ぎ
く
保
育
園

■
細
山
田
こ
ど
も
園

■
ひ
ば
り
保
育
園

■
洗
心
保
育
園

■
正
徳
保
育
園

■
ふ
た
ば
保
育
園

■
上
小
原
認
定
こ
ど
も
園

■
あ
い
ら
認
定
こ
ど
も
園

■
つ
る
み
ね
保
育
園

■
瑞
穂
保
育
園

■
幼
保
連
携
型
光
明
こ
ど
も
園

■
正
覚
寺
保
育
園

特
別
会
員

　
　
　
　

 （
敬
称
略
・
一
口
一
万
円
）

団
体
会
員

　
　
　
　

 （
敬
称
略
・
一
口
三
千
円
）

鹿屋市の地域福祉推進にご協力いただきありがとうございました‼
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　12月８日（水）郷之原町の原田 勝 様のご厚意により，コカコーラボトラーズジャパンの協力のもと，
ご自宅前の道路沿いに寄附付自動販売機を１台設置していただきました。
　鹿屋市社協では，飲料メーカーと協働し，自動販売機を設置していただける個人・企業・団体の方々を募
集しています。寄附付自販機で飲料を購入すると，売り上げの一部が鹿屋市社協に寄付され，地域福祉活動
や災害支援等に活用されます。手軽に社会貢献を始められる仕組みとしてぜひご検討ください。

設置協力者さま
（設置場所の提供）

販売
手数料

手数料の一部
又は全部

地域福祉活動に
活用されます。

鹿屋市社協

設置から商品補充，
空き容器回収など
管理全般を行う。

自動販売機設置者
（飲料メーカー）

寄附付自動販売機設置にご協力いただきました

教育支援資金貸付のご案内（生活福祉資金貸付制度）
  鹿児島県社会福祉協議会が実施する「生活福祉資金貸付制度」の中に学校教育法に定める学校（高校
･高専 ･短大 ･大学）へ進学する際の学費等の貸付を行う「教育支援資金」があります。
　令和４年４月からの進学に向けた受験シーズンも始まっていますので，教育支援資金の活用をご希
望される場合は，お早めに鹿屋市社協までご相談ください。
【問い合わせ先】地域福祉課（TEL）0994-44-2277

教育支援資金の貸付対象世帯・種類 等
１ 貸 付 対 象 世 帯…低所得世帯
２ 教育支援資金の種類…① 教育支援費（就学のための学費等）
　　　　　　　　　　 …② 就学支度費（入学金・教科書代・制服代等）

新型コロナウイルス特例貸付期間のお知らせ‼
  新型コロナウイルス特例貸付（緊急小口資金，総合支援資金（初回））の受付期間が令和４年３月末

まで延長されました。詳細等につきましては，下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】地域福祉課 （TEL）0994-44 ｰ 2277

原田 勝 様（左）と宮下会長（右）

寄附付自動販売機のしくみ
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鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
，

寄
附
金
・
寄
贈
品
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
20
日

ま
で
の
受
付
分
）   　
　
　
　

※
敬
称
略

■
寄
附
金

　

・
株
式
会
社　

久
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

　

・
鈴
木
る
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
円

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
２
０
８
円

■
物
品
寄
贈

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
米　

10
俵

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　

不
織
布
マ
ス
ク　

24
箱

■
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

・
鹿
屋
市
内
小
・
中
・
高
等
学
校
33
校

　
　
　
　
　
　
　

34
万
５
千
７
２
０
円

　

・
鹿
屋
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

14
万
６
千
３
０
６
円

　

・
鹿
屋
市
保
育
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
８
千
円

　

・
鹿
屋
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

　

・
Ａ
コ
ー
プ
大
姶
良
店　

店
内
募
金
箱

　
　
　
　
　
　
　

２
万
１
千
９
７
９
円

　

・
か
の
や
お
も
ち
ゃ
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
65
円

■
令
和
３
年
７
月
大
雨
災
害
義
援
金

　

・
鹿
屋
市
役
所
庁
舎
内
募
金
箱

　
　
　
　
　
　
　

７
万
２
千
８
４
３
円

■
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

・
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

皆さまの善意のご紹介 ～あたたかいご支援とご協力に感謝～

■
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

・
星
塚
敬
愛
園
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

　

・
以
和
貴
会
職
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
万
２
千
42
円

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

　

・
匿
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
千
３
１
２
円

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
プ
ル
タ
ブ

　
　
　
　

   　
（
団
体
・
企
業
の
み
掲
載
）

　

・
風
呂
井
会
計
事
務
所

　

・
レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社

　
　
　

志
布
志
石
油
備
蓄
基
地
事
務
所

　

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
う
る
お
い

　

・
笠
之
原
考
え
る
会

　

・
鹿
屋
長
寿
園
と
近
隣
住
民

　

・
串
良
小
学
校
総
務
委
員
会

　

・
鹿
屋
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

　

・
鹿
児
島
県
鶴
鈴
会

　

・
鹿
屋
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

・
大
隅
地
域
福
祉
事
業
所
ゆ
ら
お
う

児童福祉施設へ歳末たすけあい配分金を贈呈
　歳末たすけあい募金から，大隅学舎，かのや乳児院，和光学園へ１施設５万円の配分金を贈呈いたしました。

お米 10俵

不織布マスク

鹿屋市高齢者クラブ連合会

鹿屋小学校

以和貴会職員会

星塚敬愛園自治会

和光学園かのや乳児院大隅学舎
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坪

水

信

吾

坪　

水　

ノ
リ
子

上　

山　

セ
ツ
子

上

山

洋

二

瀬　

﨑　
　
　

巖

瀬　

﨑　

ツ
ル
エ

丸

田

成

功

丸　

田　

ア
ヤ
子

兒

島

利

則

兒　

島　

ノ
リ
エ

中　

島　

カ
ズ
子

中

島

俊

郎

織　

田　
　
　

健

織　

田　
　
　

勉

橋

迫

正

一

橋　

迫　

ト
ミ
ヱ

吉

元

秀

樹

𠮷

元

義

雄

小

原

浩

之

小

原

ト

ミ

小

島

和

久

小

島

敬

二

田
之
畑　

ノ
ブ
子

田
之
畑　

公　

義

谷

元

源

樹

谷

元

義

継

尾

﨑

瑞

穂

野　

下　

ノ
リ
エ

和

田

武

嗣

和

田

艶

子

斉　

藤　

智
太
郎

斉

藤

睦

子

﨑

山

朋

子

﨑

山

盛

次

池

畑

紘

子

池

畑

國

雄

岩

崎

泰

郎

岩　

崎　

シ
ヅ
子

東　
　
　

明　

人

東　
　
　

香
惠
子

平　

野　
　

学

平　

野　

サ
チ
子

永

田

大

介

永

田

哲

郎

福

山

己

徳

福

山

チ

ヅ

西
小
野　

初　

男

西
小
野　

ク
サ
子

瀬　

筒　

ア
ヤ
子

瀬

筒

寅

熊

河

埼

晴

夫

河　

﨑　

サ
チ
エ

鶴
ケ
崎　

和　

博

鶴
ケ
崎　

ヤ
エ
子

新

井

市

子

新　

井　

大
二
郎

山

中

タ

ミ

山

中

道

教

瀬

筒

和

雄

瀬　

筒　

イ
ツ
子

楠

原

優

子

田　

中　

ヒ
サ
エ

東

𠮷

和

昭

東　

𠮷　

ム
ツ
子

中　

島　

美
知
子

中　

島　
　
　

彰

田

中

重

広

田　

中　

眞
由
美

前

原

則

夫

前

原

和

子

中

鳥

勝

二

中

鳥

ミ

ヱ

田　

本　

ヤ
エ
子

田

本

哲

夫

小　

玉　

よ
り
子

小　

玉　
　
　

昭

上

原

敏

郎

上

原

美

世

壱　

岐　

賢
太
郎

須

田

明

博

古

川

昌

博

古

川

正

治

峯　

﨑　

さ
ゆ
り

峯

﨑

利

弘

奥

松

正

伸

奥

松

道

子

大　

山　

ヒ
サ
子

大

山

光

則

中　

村　

美
智
代

中　

村　

ミ
チ
子

迫

田

耕

治

迫

田

サ

エ

　

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
，
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
善
意
を
市
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
，
本
紙
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
，
ご
本
人
様
の
承
諾

を
頂
い
た
方
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

香
典
返
し
寄
附
者

令
和
三
年
十
月
一
日
〜
令
和
三
年
十
二
月
二
十
日　

一
二
九
件　

九
五
〇
，〇
〇
〇
円（
う
ち
匿
名
希
望　

二
八
件　

一
七
六
，〇
〇
〇
円
）（
上
段
・
寄
附
者
名　

下
段
・
故
人
名　

敬
称
略
）

鹿
屋
地
区

野　

頭　

百
合
枝

野

頭

初

穂

野

添

泉

章

野

添

光

志

原
之
園　

政　

治

原
之
園　

道　

子

柿

元

仲

子

柿

元

英

俊

小

牧

信

哉

小

牧

祀

子

吾
平
地
区

上

村

伸

一

上　

村　

ミ
チ
子

南　
　
　

春　

一

南　
　
　

春　

美

川

西

輝

行

川　

西　

ミ
サ
エ

加

藤

俊

作

加

藤

和

子

東　
　
　

洋　

子

東　
　
　

雅　

行

若　

松　

チ
エ
子

小　

原　

キ
ク
エ

末

吉

ト

ク

末

吉

秋

雄

吉　

留　

靖
一
郎

吉

留

希

綾

橋　

元　

た
つ
子

橋

元

正

和

橋　

口　

ハ
ナ
ヱ

橋

口

常

義

古
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広告コーナー

編集・発行／社会福祉法人　鹿屋市社会福祉協議会　鹿屋市大手町 1番 1号　TEL0994-44-2951

  　育児・家事の援助を受けたい人（利用会員）が育児・家
事の援助を行いたい人（サポート会員）と会員になってお
互い助け合うしくみです。

令和３年度鹿屋市ファミリー・サポート・センター
 第３回講習会開催のお知らせ   　　　　　　託児あります

●日時　令和４年２月 27日（日）
 　9：30 ～ 12：00 （利用会員）
 　9：30 ～ 16：00 （サポート会員）
●場所　リナシティかのや（２階） 情報研修室
●申込期限　令和４年２月 24日（木）

＊利用会員をご希望の方は，随時登録が出来ます。
【問合せ先】鹿屋市ファミリー・サポート・センター  

TEL  0994 ｰ 44 ｰ 2277

講習会を受講して，
会員登録しませんか？

要予約

社協だより広告掲載事業者を募集‼

区　分 内　容

１ 広告媒体の名称 かのや社協だより（鹿屋社会福祉協議会広報紙）

２ 印刷物の仕様 A4 版，フルカラー，両面 12 ページ

３ 発行部数 約 42,000 部（主に町内会各世帯に全戸配付）

４ 発行回数 年４回（４月，７月，10 月，1月）

５ 掲載号

・第 56 号…令和４年４月 28 日（木）
・第 57 号…令和４年７月 13 日（水）
・第 58 号…令和４年 10 月 28 日（金）
・第 59 号…令和５年１月 13 日（金）

６ 広告掲載位置・寸法 裏表紙，１枠（90㎜× 60㎜）

７ 広告枠数・色 フルカラー・最大８枠

８ 広告掲載料 １枠あたり 5,500 円（消費税込）

９ 申込資格
 当会広告掲載事業取扱要綱第２条に該当し
ない企業及び事業者等

10 申込方法

 広告掲載申込書に必要事項を記入のうえ，
窓口にご提出ください。なお，１回の申込み
につき，４回分まで申込み可能です。
※ 申込書は当会ホームページからダウンロー
ドできます。

11 その他

 広告掲載に詳細については，当会にお問い
合わせ頂くか，当会ホームページに掲載して
います「広告掲載事業取扱要綱」でご確認く
ださい。

【申込・問い合わせ先】 総務課　☎ 0994 ｰ 44 ｰ 2951

　鹿屋市社会福祉協議会では，当会広報誌「かのや社協
だより」に広告を掲載して頂ける企業や事業所等を募集
します。詳しくは下記をご確認のうえご応募ください。
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